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■建築家・内藤廣の教育
　構造家の杉本将基さんの故郷は愛知県の一宮市で，
1979年生まれの41歳。工作が好きな子供だったが，
特に建築や土木を目指したわけでもなかった。東京
大学にも「深い意味はなくて…」入学（こんなヒトい
ます!）。土木工学科から同大大学院工学系研究科の
社会基盤学専攻を修了した。杉本さんは，覇志堂が
敬愛する建築家内藤廣さんの研究室の出身で，ご贔
屓の構造家・山田憲明さん（本コラム34回に登場）
の事務所にもいたので気に掛かかる構造家なのだ。
内藤廣先生の建築にも思想にも憧れ，一番好きな建
築家だと語る杉本さん。「土木工学科の特異な才能の
土木設計家」と覇志堂がいう篠原修教授のところに
内藤廣さんが助教授で来られたのが出会いです。景
観デザインで「お茶の水駅を10分の1で考える」設計
演習があり，素材から形が決まりその流れが構造に
つながるのが実に面白かったという。内藤先生の教育
のお陰で建築構造へ目を開かされたのだった。
　杉本さんは『隈研吾という身体－自らを語る』（大
津若果 著，NTT出版）の書評を本誌で書いていて，
建築を受動的行為であると語った隈研吾という建築
家が，木材や石や和紙といったその場所にある材料
を使って技術で建築をつくる方法に着目している。
材料に着目しているのはフランク・ゲーリー展の展
示評でも，ゲーリーの建築で興味深いのが外壁の材
料だと書いている。素材から形が決まりその流れか
ら構造につながると考える，杉本さんの基本的な構
造思想が出ているようです。
■二人の構造家
　内藤廣さん設計の構造をしていた空間工学研究所
の岡村仁（本コラム50回に登場）さんのところへアル
バイトに行ったのは，大学院2年のとき。そこで模型
番長と自負した杉本さんは，卒業してそのまま入所し

て，事務所がKAPになってからと合わせて8年を岡村
さんの元で過ごす。建築家から話を引き出して，それ
を柔軟に受け止め構造設計をする岡村仁さんのスタイ
ルは師匠である渡辺邦夫先生からの伝授かもしれない。
そのライブ感がたまらなく面白かったし，今でも糧に
なっているという。実務では内藤廣建築設計事務所設
計の京都の “虎屋” と，静岡県 “このはなアリーナ”
が印象に残る。退所してすぐ故郷の愛知での独立も視
野にはあったが，違った場で構造を再勉強を選び，創
立まもない山田憲明構造事務所の門を叩く。紹介者な
しでのLOVEメールでのアプローチだったと聞いた覇
志堂はニヤリ。山田憲明さんとは一緒に考えながら設
計ができたのが勉強になったという。
■社会基盤学をベースに
　杉本さんが，大学院で専攻した社会基盤学は人の
生活と環境にかかわる多様な専門分野を総合化し支
えて来た実践的学問体系，必要基盤技術・デザイン・
政策決定・マネンジメントなどに関する研究・開発・
実践を行うことが目的の学問だ。「鉄道があって，街
に広がって，それが建築構造にも」といったように
違う分野に広がる社会基盤学。その流れの中で，一
番興味をもった建築構造での専門性を磨いてきたの
だ。今は素材という小さな点から建築構造へと興味
を広げて，活動している段階だ。独立してから住宅
や体育館，幼稚園などめっぽう忙しいが，今後どの
スタンスで活動の場を広げていくのか興味深い。自
然環境にも視界を広げていきたい思いが意識にある
というから，建築や土木を超える研究をしていくは
ず。目が離せない期待の構造家なのです。
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プロポーザルとは？
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プロポーザルという言葉を，初めて知ったのは
1992年の秋だった。当時は大学院の受験を終え，
翌年春からの進路も決まったところに，ちょうど前
週に進路報告をした建築家から「プロポーザルに勝
ったので，これからすべて計画案を練り直す。ちょ
うど院試終わって暇なはずのお前には，うってつけ
のアルバイト」と電話がきた。
今思い返しても，酷い誘い文句だと思う。しかし，
師でもある建築家がいうところの“準スタッフ”とい
うイマイチよくわからない立場ではあっても，正ス
タッフの横に机を並べさせてもらって，フルタイム
で創案にかかわれるのは，またとない経験と考えた。
⦿設計コンペとプロポーザル

師からは大きな公共建築とは聞いていたが，設計
コンペと何が違うのか？　当時の私は前年の院試の
不発，卒業設計の不完全燃焼という状況から，やっ
との思いで大学院浪人を乗り越えて，なんとかそこ
から脱出したという状況であった。今の学生と違っ
て，インターネットはまだ普及しておらず，世の中
の情報に触れる機会も少なかった。どうやら何か新
しい形式の提案方式なのだろうか，程度の知識しか
持ち合わせていなかった。
元々，建築を案で競い合う「設計コンペ」という
形式が好きだった。憧れがあった，という方が正し
いかもしれない。
子供のころ，設計事務所を営んでいた父は日々の
仕事を終えた後，夜な夜なコンペ案の設計に取り掛
かっていた。カラス口で図面にインクを入れ，その
横では塩ビ板にカッターで線を入れたサッシが組み
上がって，模型が出来上がっていく。小学生だった
私は，それらを肩越しに覗き込んでいたのを覚えて
いる。普段は小さな建築にしかかかわっていない，
いや，大きな建築にかかわることが叶わない設計者

をこれだけ駆り立てるものは何なのか？ぜんぜん儲
かっていない設計事務所で，冷ややかな母の目を避
けるようにしながら，嬉々として設計に没頭する父
を見て，ある意味で中毒的な「設計コンペ」という
存在を知ったのである。
⦿「案を選ぶ」から「人を選ぶ」へ

一方で，久しぶりに訪れた師のアトリエで，初め
て見聞きする「プロポーザル」という仕組みは，そ
れまで公共建築の建築家選定としては設計コンペし
か知らない学生には新鮮だった。
当たり前のことだが，設計コンペは提案自体を選
定するものである。つまり，案を選ぶ。そして，選
定された案のコンセプト自体はリスペクトされ，そ
のデザインや構想は大きく変えられることなく，む
しろその構想を強化していく方向で設計案のリファ
インが成されていく。一方，プロポーザルでは，審
査員の意見や発注者である行政，そして市民の声を
もとに，提案時の構想を「材料」として一から見直
していく。極端にいえば，構想時のコンセプトでさ
え聖域ではないのである。建築設計を単純に「個人
の才能」と「スキルの延長」として捉えていた学生
ではあったが，今後，自分たちの職能が大きく変わ
る予感を感じ取っていた。
いよいよ当初案のリファインがスタートし，キッ
クオフミーティングが始まった。急遽編成された，
実力は定かではないがヤル気だけは人一倍という若
い設計チームを前に，その建築家はいった。「民意
を形にしていく時代が始まる」「今後，設計者の選
定は大きく変わっていく」。私が公共建築へ向かお
うと，意識した最初の出来事だった。
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